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 終戦後まもない 1945 年 12 月 27 日に，小牧は京都帝国大学を辞職した。その後，彼は
大学の正門にほど近い左京区吉田上大路町で古本屋の経営を始めたとされる
［Takeuchi1994：202；浅井編 1992：126］。「小牧実繁先生年譜」には，その後 1947 年
11 月 30 日に「中央公職適否審査委員会に於て追放仮指定を受く」とある［小牧実繁先生
古稀記念事業委員会1968：515］。同日付の『官報』を確認すると，戦中に大日本言論報国
会の理事であったことが仮指定の理由であったことが分かる。 
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（1911-2002 年）が，「大阪の三明社という出版社の編集部に一緒に勤めんか」と小牧から
誘いがあり，二つ返事で引き受けたと回想している［村上 1993：63-64］。同社から 1949




大学文学部地理学教室が中心となって，1948 年 3 月に立ち上げた学会である。 
 さて，小牧はその後，1950 年 12 月から京阪電気鉄道株式会社嘱託として「沿線観光地
調査」を担当していたが［柴田 2005：43］，1951 年 8 月 6 日についに「公職追放仮指定」
が解除された。当時経済学部に勤めていた教え子の和田俊二（1913-1989 年）の誘いもあ
り，小牧は出身地である滋賀県の滋賀大学学芸学部に，1952 年 7 月に教授として迎えら











共著で発表されたものが多い。1950 年代前半から 1960 年代前半にかけて，小牧は毎年，
近江盆地の周縁に位置する山村の調査を行っていた［小牧 1951；同 1953；1954；同 1955；
同 1956a；同 1956b；同 1957；小牧・川合 1960；小牧・川合・宮畑 1958；小牧・川合・
宮畑・小林 1956；小牧・宮畑 1957；同 1962］。 
 年譜などによれば，小牧は 1963 年に設立された滋賀民俗学会（月刊誌『民俗文化』を
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研究をしていなかったことは確かである。 
 このように，滋賀県周辺のローカルな歴史地理学・民俗学的研究をしていた小牧が滋賀
大学を退官したのは 1965 年のことであった。古稀を迎えた 1968 年には，織田を中心に小
牧の門下生などが集い，『人文地理学の諸問題－小牧実繁先生古稀記念論文集－』［小牧実
繁先生古稀記念事業委員会 1968］が刊行された。同論文集には 40 名に上る研究者の論文
が収められている。 
 その後，1976 年に刊行された『日本民俗誌大系』第 10 巻には小牧の「久米島民俗断片」，
















 1984 年には，小牧が民俗学関係の業績により昭和 59 年度滋賀県文化賞を受賞するこ
とになり，滋賀民俗学会がそれを祝って，『近江国見聞録－伝承を訪ねて五十年－』［小牧







して，非常に注目すべき文章があるのである。それは 1980 年 7 月に滋賀県文化体育振興
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事業団発行の『湖国と文化』に，特集「わが終戦－35 年目の夏に－」の一編として掲載さ
れた「戦前，戦中，戦後」［小牧 1980］という見開き 2 ページの文章である。 
 久武哲也（1947-2007 年）からの私信（2003 年 8 月 8 日付）によると，1998 年 11 月






 この 1980 年の文章からいくつか興味深い箇所を引用してみたい。まず，小牧が 1927








のドイツ留学を命じられていたのだが，1927 年 7 月に日本を旅立った後，アメリカとイ
ギリスを経て，フランスのパリに入り，旅行やイギリスで開催された国際地理学会議
（International Geographical Congress）への出席以外は，1929 年の帰国まで同地に滞在
した。パリ大学では，ドゥマンジョン（Albert Demangeon，1872-1940 年），マルトンヌ
（Emmanuel de Martonne，1873-1955 年），ガロア（Lucien Gallois，1857-1941 年），
ショレ （ーAndré Cholley，1886-1968 年）らから教えを受けている［竹内・正井編 1986：
50-53；小牧 1935；同 1936a；同 1936b；同 1936c］。 
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1943 年の雑誌記事や 1944 年の地政学の概説書の中に，小牧の名前が“Sunekichi Komaki”
と誤った形ではあるが，登場していたことを確認できる［Menefee1942；同 1943；Fifield 
and Pearcy1944］。 
 進駐軍が地理学教室を訪れた件については，村上が 1999 年 5 月 8 日のインタビューで
語ったことも参照する必要があるだろう。村上によると，京都帝国大学に GHQ が来たの








































大学（University of Washington）に提出された“Chiseigaku”：Japanese Geopolitics
［Horiuchi1975］で，著者はホリウチ（Russell Nozomi Horiuchi，1923-2011 年）2)であ
る。 
 この学位論文に関する情報を，小牧は 1979 年にハワイ大学の日本史教授のステファン
（John J. Stephan，1941 年-）3)から入手したと考えられる。なぜなら，村上のハワイに
関する論文「ハワイの姿」［村上 1943］に注目したステファンが 1979 年に来日し，村上
に加えて小牧にもインタビューを行っているからである［久武 1999：196-197］。 
 1984 年のステファンの著書 Hawaii Under the Rising Sun（昇陽のもとでのハワイ）4)
によると，村上・久武・ステファンの三人が神戸の甲南大学で会って話したのは 1979 年
8 月 17 日であり，ステファンが村上と共に京都に赴いて小牧に「日本地政学」に関するイ





 8 月 18 日に平安神宮前の料亭で小牧へのインタビューが実現するまでに，ステファン
と村上，さらに小牧との間で手紙や電話などのやり取りがあったようだ。筆者が久武から
聞いた話によると，少なくとも村上とステファンは，久武が村上の後任として甲南大学文
学部に勤め始めた 1977 年ごろから，やり取りを始めていたとのことである。 
 この点は，村上と同じく小牧の下で地政学研究に従事した浅井得一（1913-2003 年）が
1978 年 10 月に紹介した小牧の葉書の存在からも裏付けられる。というのは，浅井は 1978
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［浅井 1978c：20］，むしろこの一節は 1978 年 10 月時点で，小牧が少なくとも村上を通
じてステファンというアメリカ人の研究者や，アメリカにおける「日本地政学」の評価な
どを耳にしていたことを示すものだと考えられる。 






６．「小牧文庫」の調査からみる 1979 年 
 この点を考えるのにきわめて興味深い資料が，戦後の小牧の勤務先であった滋賀大学の
附属図書館教育学部分館に所蔵されている。 










要な点であると考えていた。そこで，岡田の研究発表から約半年後の 2003 年 12 月 19 日，
ようやく思い立ち，大津市にある教育学部分館に実物を確かめに行った。 
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 小牧の蔵書の大半は書庫の中に置かれていた。蔵書の見返しには「小牧清子寄贈」の印
が押してあり，「小牧文庫 41－4」のように文庫のナンバーも記されていた。小牧清子と
は小牧実繁の妻である。「小牧文庫」とは，1990 年 2 月に小牧が亡くなった後，1991 年 6
月に妻が寄贈した蔵書なのである。 




すべて 312.9||KO58 という番号が付されていたのに対し，310||K3||1 という別の番号
が付されていた。 





 第二に，1942 年 9 月 20 日発行の⑥『日本地政学宣言』（訂正増補版の再版）の見返し
には，表 1 では省略したが，実は図 2 のように 5 つの年月日と数字が記されている。年月





白揚社から再版まで，計 5 つの版が発行された。 
 第三に，裏表紙の見返しへの書き込み（図 3・4・5・6・7）であるが，筆者はこれを最
も重視している。なぜなら，1979 年 5 月から 8 月にかけて，小牧が自身の地政学関係の
著書 5 冊を読み返していた事実が浮かび上がるからである。小牧は，「私は読み度い本は，
表紙から奥附まで全部を読み，最後に「何年何月何日一読了 小牧実繁」と署名する習慣
を有っている」［小牧 1975：巻頭］と自身で述べている。署名の日付を見れば，5 月 28 日
に①『日本地政学宣言』（再版），7 月 16 日に⑨『続日本地政学宣言』（初版），7 月 25 日


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 2 ⑥『日本地政学宣言』（増補訂正版の再版）への書き込み 
戦後の小牧実繁とその地政学観 
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図 4 ⑨『続日本地政学宣言』（初版）への書き込み 
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図 6 ⑦『日本地政学』（初版）への書き込み 
戦後の小牧実繁とその地政学観 
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図 8 ②『日本地政学宣言』（再版）への書き込み 
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図 10 岩田孝三『地政学』への書き込み 
戦後の小牧実繁とその地政学観 
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 なぜ小牧がこの順序で読み返したのかは知る由もないが，上述のように，小牧がステフ










性があるのは 1 冊（①）だけである。小牧が①を最も早い 5 月 28 日に読み終えた理由は，
ここにあるのかもしれない。残りの 4 冊は，1979 年の 7 月に入ってから読み返したもの
であり，最初の 1 冊と残りの 4 冊の間にブランクがある。このブランクは，小牧が 1979
年 5 月末に最初の自著を読み終えた後，他のものを弟である三橋から譲ってもらうなどし
て入手したことを示しているように思われる。 
















































1942 年に『地理学』，『現代』，『政界往来』誌に発表した論文が，それぞれ 1，2，1 本引














ファンの 3 人が会して神戸の甲南大学で行われた 1979 年 8 月 17 日と，村上・小牧・ステ
ファンが会して京都の平安神宮付近で行われた 1979年 8月 18日の 2日間にわたったこと
を確認しておきたい 5)。 
 では，1 日目と 2 日目のインタビューで，ステファンは小牧と村上から何を聞き出した
のだろうか。この検討には，誰から得た情報なのか，どの文献を参照したのかについて記
された著書末尾の注（179-206 頁）が参考になる。 



















年 8 月 18 日にステファンと面会した。小牧はその日に向けて，戦中の地政学の自著 5 冊
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てどのような考えを持っていたのかを知る上で，重要な手がかりを与えてくれるものであ



















2）Deseret News の Obituaries の記事「Russuel Horiuchi」によると，ホリウチはハワイ生まれの
日系人で，太平洋戦争開戦と共にアメリカ陸軍情報部（U.S. Army Military Intelligence Service）
に勤務し，日本降伏からわずか 14 日後に東京にやって来た。しばらく日本に滞在した後アメリカ
に戻った彼は，カリフォルニア大学バークレー校で政治学の修士号を取得し，ユタ州のブリガム・
ヤング大学（Brigham Young University）などで教鞭を執った。また，1970-1973 年と 1988-1991
年には日本に滞在していたようである。 
http://www.legacy.com/obituaries/deseretnews/obituary.aspx?n=russell- 
horiuchi&pid=147921168&fhid=4519（最終閲覧日 2018 年 11 月 8 日） 
3）ステファンは，ハーバード大学で東アジア研究の学士号・修士号を取得した後，ロンドン大学の東
洋アフリカ研究学院（University of London’s School of Oriental and African Studies）で日本史
の博士号を取得した。千島列島，サハリン，極東ロシアなどに関する著書を出版している。 
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書店）26-30． 
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